
(1) 担当支部： 越後支部 5403
分水嶺区分 2004年 8月 21日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
山崎　幸和 5403
横山　征平 12270
山田　智子 8623
横田　謙蔵 非会員

計 計
 

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 マチガ沢出合 138 57 36 50 26 838 7:10
分水嶺到達点E418 谷川岳 138 55 36 50 4 1,963 11:24 12:45 A-1
Ｅ417 オキノ耳 138 55 36 50 13 1,977 13:00 13:10 A-1
Ｅ416 一ノ倉岳 138 55 36 50 49 1,974 14:17 14:17 A-1
Ｅ415 茂倉岳 138 55 36 50 57 1,978 15:05 15:05 A-1
Ｅ414 笹平 1,594 A-2
Ｅ413 武能岳 138 55 36 52 1 1,760 16:45 16:55 A-1
　 　 　 　 A-1
分水嶺離別点E412 蓬　峠 138 55 36 52 44 1,529 17:24 A-1
歩行終了点 蓬　峠

　分水嶺上の歩行時間

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

E416 谷川富士 １ 真南
Ｅ415　 茂倉岳 ３
Ｅ413 武能岳

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

Ｅ418　谷川岳肩ノ広場 ：石積み方向指導塔、肩ノ小屋（5/中～10/下有人、40人収容）

Ｅ416　一ノ倉岳          ： 一ノ倉岳避難小屋（無人10人収容）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

12277浜田 啓子

Ｅ417　オキノ耳　 　 　　： 富士浅間神社の祠。

茂倉岳

7時間45分総歩行時間（休憩時間を除く）：

3時間55分

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

　一ノ倉岳と茂倉岳間の草原に散在している小池は破壊寸前である。
　オキノ耳～一ノ倉岳までの分水嶺東側は約800ｍ垂直下の一ノ倉岳谷底をのぞき見ることが出来る大絶壁となっている。

・茂倉岳～蓬峠への稜線上は笹の繁茂が著しく、笹をかき分け歩く状態が一部ある。
　沢で沢で得られる。
・水は分水嶺稜線登山道での確保は不可。茂倉岳降下約100mの茂倉岳避難小屋付近の小沢、蓬ヒュッテ土樽側へ約15分下った

未確認
〃

特記事項

山頂標識から7ｍ程茂倉岳方向の道左側、笹薮の中で分かりづらい。
道以外は笹薮で、探したが見当たらない。
　　　　　　　〃

保存
状況
良好

　

茂倉岳
水上
茂倉岳
茂倉岳
茂倉岳

事務局整理記入欄 越後－10
晴のち曇り

12969

４名 ２名

会員番号：山崎　幸和
(3)山行日：E418谷川岳～E412蓬峠

治田 利治

茂倉岳
11

0

茂倉岳

18

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

27

10
49
48

マチガ沢旧国道出合まで車利用／巌剛新道から谷川岳へ
上越国境（谷川岳～一ノ倉岳～茂倉岳～武能岳～蓬峠）

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻



（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

オキノ耳から一ノ倉岳方向を望む

   写真説明：　
　　　　　　　　オキノ耳から一ノ倉岳方向を望む
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